
別添３（第４の１関係） 

令和７年度学校給食用牛乳供給円滑化推進事業のうち 

学校給食用牛乳供給推進会議の実施結果（北陸農政局）  

県名 

項目 
新潟県 

（１）会議等

の名称 

第１回学校給食用牛乳供給 

推進会議 

第２回学校給食用牛乳供給 

推進会議 
供給事業者委員会 衛生管理研修会 

（２）日時 令和７年６月 12 日 令和７年 12月２日 令和７年８月５日 令和７年11月26日 

（３）場所 北陸酪連会議室 北陸酪連会議室 北陸酪連会議室 北陸酪連会議室 

（４）参加機

関と人数 

県食品・流通課、県保健体育課、

県小中学校 PTA 連合会、県学校

栄養士協議会、県学校給食会、県

飲用牛乳協会、県牛乳事業協同組

合、事務局 以上 10 名 

県食品・流通課、県保健体育課、県

小中学校 PTA 連合会、県学校栄養

士協議会、県学校給食会、県飲用牛

乳協会、県牛乳事業協同組合、事務

局 以上 10 名 

北陸酪連、県牛乳事業協同組

合、県飲用牛乳協会、県内供給

事業者、事務局 以上９名 

県食品・流通課、北陸酪連（供

給事業者）、県牛乳事業協同

組合（供給事業者）、事務局 

以上 10 名 

（５）議題 

 

・令和６年度事業の実績につい

て 

・令和７年度事業について 

・その他・意見交換 

・酪農情勢を巡る報告について 

・ストローレス化の進め方につい 

 て 

・学校給食の安定的運営に向けた 

取り組みの推進について 

・その他 

・令和７年度需要期の生乳需

給状況について 

・学校給食用牛乳の供給体制

について 

・その他・意見交換 

・情勢報告 

・学校給食用牛乳風味変化

事案対応ガイドラインに

ついて 

・その他 

 

（６）概要 

 

 

・令和７年度事業の内容につい

て周知を図った。 

・牛乳の風味変化に対する対応

について意見交換し、牛乳の風

味体験を行った。 

・牛乳品質啓発の動画制作に関

する意見交換を行った。 

・近状の酪農情勢について説明

し、意見交換を行った。 

・生乳の生産予測について説

明し、意見交換を行った。 

・製造担当者、製造責任

者、処理業者代表者を対

象に牛乳の風味変化につ

いて講習した。 

（７）成果 

 

 

・令和７年度事業の内容につい

て周知できた。 

・牛乳の風味体験を通じて、安全

な牛乳の供給のための意見交

換を行うことができた。 

・牛乳品質啓発の動画制作につ

いて、内容や長さ、視聴方法な

ど具体的な意見交換を行うこ

とができた。 

・日々の学校牛乳の安定的な供給

に向けた取り組みについて意見

を出し合ったが 課題も多いと

いうこと、それに向けた取り組

みが必要だと分かった。 

・ストローレス化の進捗状況につ

いて情報共有できた。 

・令和６年度に引き続き、令

和７年度も需要期の生乳生

産量は低迷する見込みで

あったが、分娩頭数が減っ

ている中でも８月以降の乳

量は確保できるとの見込み 

だと意見が出た。 

・ストローレス化に向けた 

乳業者での議論を行うこと

ができた。 

・令和７年 11 月に策定され

た J ミルクの風味変化事

案対応ガイドラインにつ

いての研修会を行い、風味

変化に対する対応などの 

確認を行うことができた。 

・学校給食用牛乳に関わる 

様々な組織と協力してい

くことが問題解決や対応

策 に繋がると学ぶことが

できた。 



 

県名 

項目 
富山県 

（１）会議等の

名称 
学校給食用牛乳供給推進会議 食品衛生研修会 

学校給食用牛乳供給事業実施計画策定等

に係る会議 

（２）日時 令和７年６月 19 日 令和７年８月 28 日 令和８年３月 10 日 

（３）場所 富山県農協会館会議室 富山県農協会館研修室 富山県農協会館会議室 

（４）参加機関

と人数 

県、県教育委員会、県学校給食会、 

県牛乳事業協、事務局 以上10名 

県、県学校給食会、牛乳供給事業者、事務局  

以上13名 

県、県教育委員会、県学校給食会、 

県牛乳事業協、事務局 以上10名 

（５）議題 

 

・令和６年度事業の実績について 

・令和７年度事業の実施計画につ

いて 

・令和７年度における自主衛生管

理レベルアップ事業の実施につ

いて 

・その他 

・最近の乳業情勢について 

・低温殺菌について 

・令和７年度事業の進捗について 

・令和８年度事業の実施計画について 

・令和８年度における自主衛生管理レベ

ルアップ事業の実施について 

・その他 

（６）概要 ・議題に関して、資料に基づき説明

を行った。 

 

・全国の乳価改定や学乳事業への参加状況につ

いて説明し、乳業事故の事例を基に、初動対応

について注意喚起を行った。 

・低温殺菌の種類や特徴のほか、低温殺菌により

品質劣化が起きた場合の工程点検や検査方法

を説明した。 

 

・議題に関して、資料に基づき説明を行っ

た。 

・自主衛生管理レベルアップ事業の実施

結果を学校給食会へ提出することにつ

いて了承を得たことを説明した。 

・学校１校から隔日配送の了承を得られ

たことについて説明した。 

（７）成果 

 

 

・前年度事業実績及び今年度事業

計画の前年度からの変更点につ

いて関係者で情報共有できた。 

・安定需要確保対策事業の内容と

スケジュールを共有できた。 

・自主衛生管理レベルアップ事業

の内容とスケジュールを共有で

きた。 

・品質事故が発生した際に、自治体へ速やかに報

告することの重要性や商品の自主回収方法に

ついて学ぶことができた。 

・一般的な細菌と低温殺菌の違いや特徴が理解

できた。 

・風味異常を感じた際に、製造ラインのどこを点

検すればいいのか理解できた。 

・低温殺菌の検査方法が理解できた。 

 

・令和７年度事業の進捗とスケジュール、

提出資料について共有できた。 

・令和８年度事業について共有できた。 

・自主衛生管理レベルアップ事業の内容

及び実施時期について共有できた。 

・配送の実態を共有できた。 

 

 



県名 

項目 
石川県 

（１）会議等の 

名称 
学校給食用牛乳供給推進会議 

学校給食用牛乳供給事業実施計画

策定等に係る会議 

乳業者対象の衛生管理基

準に関する研修会 
実態調査等 

（２）日時 令和７年４月25日 令和７年６月13日 令和７年11月10日 令和８年１月27日 

（３）場所 アイ・ミルク北陸株式会社 石川県行政庁舎 株式会社ホリ乳業 Web会議 

（４）参加機関

と人数 
県、県教育委員会、県学校給食

会、県PTA連合会、生産者団体、

乳業者  以上8名＋事務局 

県、県教育委員会、県学校給食会、

県PTA連合会、生産者団体、乳業者 

以上 8名＋事務局 

アイ・ミルク北陸株式会社 

株式会社ホリ乳業  

以上20名 

事務局 

（５）議題 

 

・令和７年度事業の実施計画打

合せ 

・令和６年度事業の実績報告 

・令和７年度事業の計画策定につ

いて 

・HACCPに沿った衛生管理

の基礎について 

・日本乳業協会及び行政

関連情報について 

・学校給食用牛乳供給推進事

業に関する意見・要望・質問 

（６）概要 

 

 

・令和７年度事業の具体的内容、

事業進行管理について説明し

た。 

・安定需要確保対策事業の補助

単価が前年より増額されたこ

とに対し、生産者団体から安

堵の声が聞かれた。 

・令和６年度実績報告、令和７年度

事業計画について協議会事務局

長より説明を行った。 

・既存業者の撤退で奥能登地区の

配送内容の大幅な変更について

及び地区別のストロー使用状況

について説明を行った。 

・日本乳業協会の資料に

基づき衛生管理の基礎

について講習した。 

 

・学校給食用牛乳全国会議に

出席した。国が各県の事業

実施者に対し、事業に対す

る意見・要望・質問を聴収し

た。 

（７）成果 

 

 

・学校給食用牛乳の単価が上昇

する中で、牛乳の飲用日数の

維持に向けて関係者一体と

なって取り組むことを確認し

た。また、安定需要確保対策事

業の補助金を有効に使うこと

により、一刻も早い能登地区

の復興を図ることが重要であ

るとの認識で一致した。 

・配送コスト低減に向けた取組に

ついて関係者間で共有すること

ができた。 

・ストローレスの取組を今後も継

続することができた。 

・受講者の大半が製造実

務を担当しており、製造

工程による食中毒の危

害要因や食中毒の３原

則など衛生管理の基礎

項目について学んだ。 

・全国の学乳情勢や各県の抱

える問題点について情報収

集できた。 

 

  



 

県名 

項目 
福井県 

（１）会議等の名称 
学校給食用牛乳供給推進事業 

に関する打合せ会 
衛生管理基準に関する研修会 衛生管理基準に関する研修 

（２）日時 令和７年12月 20日 令和７年 11月 10 日 令和７年４月～令和８年３月 

（３）場所 福井県庁 株式会社ホリ乳業 日本酪農協同株式会社滋賀工場 

（４）参加機関と

人数 

県 PTA 連合会、県学校給食会、県学校栄養

教諭等研究会、県保健体育課、県中山間農

業・畜産課、供給事業者、県経済連畜産課 

以上12名 

アイ・ミルク北陸株式会社 ７名 

（株式会社ホリ乳業 13名） 

日本酪農協同株式会社滋賀工場  

従業員約300名 

（５）議題 

 

・令和７年度事業の実施について 

・令和８年度の学乳供給計画について 

・その他・意見交換 

・HACCPに沿った衛生管理の基礎につい

て 

・日本乳業協会及び行政関連情報につ

いて 

・食品の衛生管理について 

（６）概要 

 

 

・令和７年度事業実施状況、８年度事業計

画、衛生管理基準に関する研修及び見積

合わせの計画について説明を行った。 

・ストローレス牛乳パックの意向状況及び

今後の対応について意見交換を行った。 

・学乳配送や納品に関する柔軟な対応につ

いて意見交換行った。 

・発注の Web 化、手数料の改定について意

見交換を行った。 

・牛乳生産における衛生管理のポイン

ト等について講習した。 

・衛生管理や薬品の取扱、フードディ

フェンスについて、項目ごとに令和

７年４月から令和８年３月にかけ

て講習を行った。 

・HACCP については年通で教育を実

施した。 

（７）成果 ・関係者内で、学乳事業の円滑な運営のた

めの意思疎通が図られた。 

・異常気象時の配送停止措置や効率的な配

送の取組など、運送に係る様々な課題に

ついて共有できた。 

・ストローレスパックへの移行実現に向け

て関係者の理解が得られた。 

・HACCP及び衛生管理に関する知識が高

まった。 

・衛生管理意識が高まった。 

 

 


